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縫

三
年
生
の
児
童
7
0
人
。
雪
に
塩
を
混
ぜ
る
こ
と
で
、
水
が
凍
る
温
度
（
0
度
）
以

下
に
な
る
こ
と
を
利
用
し
た
実
験
。
子
ど
も
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
雪
の

利
用
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
農
舞
台
で
催
さ
れ
た
楽
し
い
、
お
い
じ
い

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。
ほ
か
に
ど
ん
な
こ
と
に
使
え
る
か
な
、
考
え
て
み
よ

う
。
（
3
月
3
日
農
舞
台
）

　　　　　　　　　　　　　　　　け　　　　　　ふ
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優
総

　
一
　
　
　
　
雛

レ
謎

　
　
　
　
叢
　
　
・

松代高校スキー部　第53回全国高校スキー

クロスカントリー女子リ

欄瞭・

女
子
リ
レ
ー
で
全
国
制
覇
を
果
た
し
た
関
谷
智
美
さ
ん
、
小
嶋
ち
え
み
さ
ん
、

関
谷
有
希
さ
ん
（
写
真
左
か
ら
）
　
北
海
道
旭
川

　
旭
川
の
雪
は
ち
ぎ
ら
れ
た
真
綿
の
よ
う
に

軽
か
っ
た
。
身
体
に
ま
と
わ
り
つ
く
こ
と
も

な
く
、
滑
る
選
手
の
邪
魔
に
は
な
ら
な
か
っ
た
．

　
第
一
走
を
滑
っ
て
い
た
関
谷
有
希
は
、
二

着
で
1
年
の
小
嶋
ち
え
み
に
つ
な
い
だ
。
有

希
は
前
目
の
ク
ラ
シ
カ
ル
競
技
で
2
位
に
つ

け
た
自
信
の
滑
り
だ
っ
た
．
と
同
時
に
信
じ

あ
え
る
仲
間
を
次
に
控
え
て
い
る
と
い
う
安

心
の
滑
り
だ
っ
た
。

　
競
り
合
う
有
希
の
姿
が
、
タ
ッ
チ
ゾ
ー
ン

で
待
つ
小
嶋
の
目
に
入
っ
た
．
わ
ず
か
に
小

嶋
の
背
中
に
震
え
が
走
っ
た
。
が
、
タ
ッ
チ

の
瞬
間
、
一
気
に
緊
張
感
は
消
え
た
．
1
年

生
と
い
え
ど
も
、
二
人
の
先
輩
に
甘
え
る
気

持
ち
な
ど
、
も
う
と
う
な
い
．
自
分
の
す
べ

り
を
貫
く
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
た
。

　
滑
り
出
し
て
5
分
ほ
ど
で
、
前
を
行
く
選

手
に
追
い
つ
い
た
．
「
越
せ
る
！
」
と
思
っ
た
．

身
体
が
軽
く
感
じ
た
。
そ
の
ま
ま
無
意
識
の

う
ち
に
2
㎞
地
点
の
登
り
に
差
し
掛
か
っ
た
．

勝
負
に
出
た
．
ス
ピ
ー
ド
は
落
ち
る
こ
と
な

く
ト
ッ
プ
と
並
ん
だ
．
瞬
く
間
に
追
い
抜
く

と
、
後
ろ
は
気
に
な
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
こ

の
ま
ま
ア
ン
カ
ー
の
関
谷
智
美
に
渡
す
こ
と

だ
け
を
考
え
て
い
た
。

　
い
ち
ば
ん
最
初
に
入
っ
て
き
た
ち
え
み
を

見
る
と
、
智
美
は
他
校
の
選
手
を
押
し
退
け

て
タ
ッ
チ
ゾ
ー
ン
の
コ
ー
ス
に
進
み
出
た
。

後
方
数
百
メ
ー
ト
ル
に
二
着
の
選
手
も
見
え

た
．
こ
こ
一
番
の
気
丈
夫
さ
に
定
評
の
あ
る

智
美
だ
。
去
年
の
県
高
校
リ
レ
ー
優
勝
で
も

実
証
済
み
だ
っ
た
。

　
少
し
で
も
早
く
つ
な
ご
う
と
、
ち
え
み
が

タ
ッ
チ
ゾ
ー
ン
に
飛
び
込
ん
だ
。

　
大
き
な
期
待
。
過
去
の
功
績
．
圧
し
掛
か

る
重
い
タ
ッ
チ
を
智
美
は
肩
に
受
け
5
㎞
の

雪
路
を
駆
け
て
い
っ
た
。

　
気
負
わ
ぬ
平
常
心
が
緊
張
感
を
解
き
、
自

分
本
来
の
滑
り
を
生
む
．
そ
の
頼
る
べ
き
自

分
の
実
力
は
、
一
年
間
の
練
習
の
成
果
が
培
う
．

　
競
技
中
の
事
は
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
と

選
手
た
ち
は
言
う
。
ト
ッ
プ
か
ら
7
秒
間
に

四
チ
ー
ム
が
ひ
し
め
き
合
う
混
戦
だ
っ
た
。

智
美
が
こ
の
レ
ー
ス
未
踏
の
ゴ
ー
ル
を
切
っ

た
瞬
間
、
三
人
は
、
そ
の
心
の
中
で
押
え
つ

け
ら
れ
て
い
た
緊
迫
や
焦
燥
、
期
待
と
練
習

の
汗
が
、
大
き
な
涙
と
共
に
あ
ふ
れ
出
た
。

　
松
高
ス
キ
i
部
、
鋭
意
の
結
晶
だ
．

　
〈
第
脇
回
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
〉

　
　
　
　
　
　
（
北
海
道
旭
川
／
2
月
7
～
翰
日
）

果
◆
男
子
伯
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

結
3
0
位
馬
場
拓
朗
さ
ん
（
3
年
）

の
訪
位
関
谷
和
樹
さ
ん
（
3
年
）

△
酉
◆
女
子
5
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

大
2
位
関
谷
有
希
さ
ん
（
3
年
）

　
　
7
位
　
小
嶋
ち
え
み
さ
ん
（
蓬
年
）

　
　
3
0
位
　
関
谷
　
智
美
さ
ん
（
3
年
）

◆
女
子
リ
レ
ー
（
5
㎞
×
3
）

　
1
位
　
松
代
高
校
（
関
谷
有
希
さ
ん
、
小
嶋
ち

　
え
み
さ
ん
、
関
谷
智
美
さ
ん
）

〈
第
5
9
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
〉

　
　
　
　
（
山
形
県
真
室
川
／
2
月
2
1
5
四
日
）

◆
少
年
女
子
5
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

　
3
位
　
関
谷
　
有
希
さ
ん

　
9
位
　
小
嶋
ち
え
み
さ
ん
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一
匪1 『1、1，ー，

ー
，
i
ー
ゴ

静忌ψ勢夢と希望
　与えでくれ溢

一松代高校スキー部祝勝会一

り

醐
屡顕

ヂ
墜
ー
ー
…
㌧

　
2
月
7
日
か
ら
4
目
間
、
北

海
道
旭
川
で
行
わ
れ
た
全
国
高

校
ス
キ
i
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）
で
、
松
代
高
校
ス
キ
ー
部

が
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
女
子
リ

レ
ー
で
全
国
制
覇
を
果
た
す
な

ど
、
活
躍
を
遂
げ
た
。

　
そ
の
ス
キ
i
部
の
活
躍
を
祝

し
、
3
月
7
日
、
ま
つ
だ
い
ふ

る
さ
と
会
館
で
、
部
員
を
壇
上

に
、
学
校
関
係
者
や
ス
キ
ー
協

会
員
な
ど
約
7
0
人
が
参
列
し
て

松
高
ス
キ
ー
部
祝
勝
会
が
行
わ

れ
た
．

　
「
町
の
皆
さ
ん
に
は
喜
び
を
、

松
高
生
徒
に
は
思
い
出
を
、
後

輩
た
ち
に
は
夢
と
希
望
を
与
え

　
　
たふるさと会館での祝勝会で、八木監督が部員一人ひとりを紹介し

て
く
れ
ま
し
た
」
と
、
小
庄
司

一
憲
松
代
高
等
学
校
長
が
、
ス

キ
ー
部
を
た
た
え
た
。

　
ま
た
、
関
谷
達
治
町
長
か
ら

女
子
リ
レ
ー
で
活
躍
し
た
三
選

手
に
記
念
の
タ
テ
を
、
松
代
町

体
育
協
会
か
ら
は
会
長
の
関
谷

八
郎
さ
ん
が
松
代
高
校
ス
キ
ー

部
と
女
子
リ
レ
ー
三
選
手
に
優

秀
競
技
者
と
し
て
賞
状
と
タ
テ

を
贈
っ
た
．

一
団
の
勝
利

部
員
た
ち
は
口
々
に
言
う
。
「
こ

の
大
会
は
、
ス
キ
ー
部
全
員
が

一
つ
に
な
っ
て
挑
め
ま
し
た
」
。

　
女
子
リ
レ
ー
の
前
日
、
個
人

全校挙げてスキー部の健闘を祝した

競
技
を
終
え
た
男
子

部
員
が
、
サ
ポ
ー
ト

役
に
ま
わ
っ
て
く
れ

た
。
「
ス
キ
ー
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
か
ら
ワ
ク

シ
ン
グ
ま
で
、
自
分

の
こ
と
の
よ
う
で
し

た
」
。
「
声
を
掛
け
て

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
が
ん

ば
ろ
っ
て
気
持
に
な

れ
ま
し
た
」
。
選
手
は
、

練
習
に
も
増
し
て

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大

切
さ
を
実
感
し
た
。

指
導
者
へ
の
信
頼

　
「
昨
年
、
県
大
会
で
は
優
勝
を

飾
れ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

は
振
る
わ
な
か
っ
た
．
そ
の
悔

し
い
思
い
が
ス
キ
ー
部
を
勢
い

づ
け
て
い
ま
し
た
」
。
着
任
一
年

目
の
八
木
貴
子
教
諭
（
監
督
）

は
、
部
の
雰
囲
気
を
こ
う
感
じ

た
と
い
う
。

　
昨
年
春
か
ら
、
い
ま
ま
で
の

練
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
筋

カ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
重
点
を

お
い
た
。

　
過
去
の
自
分
の
経
験
か
ら
、

選
手
た
ち
に
何
が
必
要
な
の
か

見
極
め
る
こ
と
が
指
導
者
に
は

求
め
ら
れ
た
。
「
よ
く
練
習
に
つ

い
て
き
て
く
れ
ま
し
た
」
と
八

木
監
督
．
「
監
督
や
コ
ー
チ
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
功
を
奏
し
た
ん
だ

と
思
い
ま
す
」
選
手
た
ち
は
言

う
。
松
高
ス
キ
ー
部
員
の
指
導

者
へ
の
信
頼
は
厚
い
．

監督に感謝の花束を渡す部員

　第41回全国中学校スキー大会

五十嵐太博さん（松代中3年）

　　距離5kmクラシカル7位入賞
　　　リレー新潟県チーム準優勝

　　　　　（第一走で貢献）

男
子
リ
レ
ー
で
準
優
勝
の
新
滑
県

チ
ー
ム
（
写
真
右
か
ら
二
番
目
が

五
十
嵐
さ
ん
）

写
真
提
供
：
上
越
タ
イ
ム
ス
社
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奥
越
後
、
十
日
町
、
美
雪
（
五

十
音
順
）
。
新
市
の
名
称
案
が
、

こ
の
三
つ
に
し
ぼ
り
こ
ま
れ
た
。

　
第
1
2
回
任
意
協
議
会
（
1
1
月

目
　
　
↑

　
　
　
　
▲
β
　
　
　
ン

　
　
ー

　
　
　
　
　
7
　
　
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
村

　
　
　
　
　
…
　
　
養

　
：
　

酵
　
　
休

　
　
　
　
　
　
　
騰
加

　
回
　
，
　
3
松

　
イ翻
、
．
難

《
霧
　
　
　
　
幽
麹
た

皿
隔
☆
　
　
　
・
嚢
れ

盲
勘
　
　
　
　
　
　
　
ら

ま
下
賜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

ワ
　
　
　
ず

繧
燐
薪
市
　
　
　
　
　
　
か

冒
越
難
　
　
　
界

圓
国
【
轟
膠
奥
．
越
後
葦
毒
ご
　
　
ン

隅
、
新
言
町
き
☆
味

嬰鵠讐雛

撫

ー
魯
美
　
雪
＃
き
　
三

　
　
　
　
　
三
÷
音
藝
　
　
た

口
．
　
　
　
　
．
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

丁
　
　
　
　
　
　
定

猶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選

新
市
の
名
称
案

　
三
案
に
し
ぼ
り
込
む

　
新
市
名
は
3
月
21
日
の
任
意

協
議
会
で
一
案
を
選
定
す
る

▲

匿 ・　」匡

懸繭の

慧
称
の
選
簸
霧
類

①
3
月
6
日
（
第
1
4
回
任
協
）

　
　
第
一
次
選
定
H
先
に
候
補
に

　
あ
げ
ら
れ
た
六
案
の
中
か
ら
、

　
三
案
に
し
ぼ
り
こ
む
．

　
　
　
　
　
　
↑

②
3
月
2
1
旧
（
第
1
5
回
任
協
）

　
　
第
二
次
選
定
日
第
一
次
選
定

　
の
三
案
か
ら
一
つ
を
選
定
す

　
る
。

　
　
　
　
　
　
↑

③
4
月
以
降
の
法
定
協
議
会

　
　
決
定
目
第
二
次
選
定
の
一
案

　
を
法
定
協
議
会
で
決
定
す
る
．

新議 19

日
開
催
）
で
、
名
称
案
は
、

越
後
妻
有
、
奥
越
後
、
新
十
日

町
、
妻
有
野
、
十
日
町
、
美
雪
、

の
六
案
が
候
補
に
あ
げ
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
中
か
ら
、
3
月
6

日
の
任
意
協
議
会
に
お
い
て
委

員
間
で
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
三

案
が
選
定
さ
れ
た
。

　
新
市
の
名
称
は
、
3
月
2
1
目
、

松
代
町
で
開
催
さ
れ
る
任
意
協

議
会
で
一
案
を
選
定
し
、
4
月

以
降
の
法
定
協
議
会
で
決
定
す

る
。

　第15回十B町広域圏合併

　任意協議会開催のお知らせ

日時13月21目（日）午前9時30分～

会場：松代町総合センター

＜議案＞

・新市の名称　第二次選定

　　　　　　　　　ほか

名称案の主な選定理由

奥越後

十日町

美雪

地理的な位置から。豊かな農産物、豊か

な自然がそのまま残されているイメージ
がある。

地域の母都市の名称。雪まつり、きのも

などの知名度や定着度から。

新しい街は新しい名前で創っていく。雪・

米のイメージ。雪を生活の敵から味方に
変える。

新
市
の
名
称
　
第
⇔
次
選
定

　
協
議
会
委
員
全
員
に
よ
る
協

議
の
結
果
、
次
の
三
案
を
第
一

次
選
定
と
す
る
．

・
奥
越
後
・
十
日
町
　
・
美
雪

　　　　　　　　　　　　今、地域の将来を話し合う大切なときです　．

瞬畷灘頭園闘．，、　第3回市町村合併懇談会
　蝉』畷　・轄、・　　　　　　　市町村合併はいつ？　どことするか？

　　　　　　　　　　　　　　　協議結果はどうなったか？　など
i…懸圃参加者煙集診鑛第2回谷併懇談騒藍　皆さんの生活に直接関係する協議事項について説明します

懇談会内容＝1．市町村合併（法定協議会設置など）について

　　　　2．議会としての対応について

　　　　3．町の財政状況・将来見通しについて

　　　　4．市町村合併の協議事項についてなど

開催会場＝ 開催日時 会　　場

3月22日（月）午後7時～ 室野克雪管理センター
3月23日（火）午後7時～ 蒲生生活改善センター
3月25日㈲　午後7時～ 犬伏集落開発センター

3月27日㈲　午後7時～ 松代町総合センター大ホール

左記の会場で開催します。懇談内

容は同じですので、ご都合のよい

日にご参加ください。

各会場の近隣集落の方は町営バス

で無料送迎します。

多くの皆さんからのご参加を願いします
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平成16年度

　　松代町の
米の生産調整（2）

米政策改革の交付金

　制度について

水
田
農
業
構
造
改
革
交
付
金

　
水
田
農
業
構
造
改
革
交
付
金

の
目
的
は
、
地
域
自
ら
の
発
想

や
戦
略
に
よ
り
、
消
費
者
の
期

待
に
応
え
る
産
地
を
育
て
る
取

り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
．

　
地
域
の
実
態
に
合
わ
せ
て
、

振
興
す
る
作
物
や
単
価
を
決
定

し
て
交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と

か
ら
、
地
域
の
意
向
を
反
映
で

き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
交
付
金
は
、
産
地
づ
く

り
対
策
と
特
別
調
整
促
進
加
算

に
分
け
ら
れ
ま
す
．
松
代
町
地

域
水
田
農
業
推
進
協
議
会
が
県

か
ら
交
付
を
受
け
、
同
協
議
会

が
定
め
る
交
付
基
準
に
沿
っ
て

各
農
家
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
消
費
市
場
を
見
据
え
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
生
産
体
制
を
築

く
た
め
に
、
生
産
調
整
の
あ
り
方
も
農
家
や
農
業
団
体
の
自
主
的

な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産
調
整
に
か
か

る
交
付
金
制
度
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
と
一
変
し
、
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
方
法
で
、
地
域
で
取
り
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
こ
の
交
付
金
制
度
に
つ
い
て
松
代
町
地
域
水
田
農
業
推
進

協
議
会
で
決
め
ら
れ
た
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
交
付
金
の
使
途
は
、
国
が
示

し
た
も
の
の
中
か
ら
決
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
．

　
国
が
示
す
交
付
金
の
使
途
は
、

①
米
の
生
産
調
整
の
推
進

②
水
田
を
活
用
し
た
作
物
の
産

　
地
づ
く
り
の
推
進

③
水
田
農
業
の
構
造
改
革
の
推

　
進
（
担
い
手
の
育
成
）

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
付
金
額
の
水
準
は
、

都
道
府
県
か
ら
配
分
さ
れ
た
交

付
金
の
範
囲
で
設
定
さ
れ
ま
す
。

新
潟
県
で
は
こ
の
交
付
額
を
、

3
年
間
固
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
．

町
へ
の
交
付
金
は
2
7
6
万
円

　
松
代
町
へ
の
平
成
1
6
年
度
の

交
付
金
総
額
は
、
2
7
6
万
円

で
、
次
の
と
お
り
助
成
し
ま
す
．

（
別
表
）

①
基
本
部
分
…
転
作
対
象
作
物

　
の
作
付
け
に
助
成
し
ま
す
。

②
担
い
手
加
算
部
分
…
基
本
部

　
分
の
助
成
を
受
け
た
人
の
う

　
ち
、
担
い
手
農
家
で
加
算
対
象

　
作
物
を
3
岬
、
以
上
作
付
け
た
場

　
合
に
助
成
し
ま
す
。

③
農
地
の
流
動
化
の
促
進
…
農

　
業
の
担
い
手
に
農
地
を
集
積
す

　
る
こ
と
で
経
営
規
模
の
拡
大
を

　
す
す
め
、
農
地
の
荒
廃
防
止
と

　
集
落
営
農
を
維
持
し
て
い
く
目

　
的
が
あ
り
ま
す
。
担
い
手
農
家

　
で
、
新
た
に
利
用
権
設
定
を
2
0

　
岬
，
以
上
行
っ
た
場
合
に
、
1
0
岬
，

あ
た
り
1
万
円
を
交
付
し
ま

す
．

　
地
域
の
条
件
に
応
じ
た
生
産

調
整
へ
の
意
欲
的
な
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
の
加
算
助
成

で
す
。
交
付
金
の
使
途
と
額
は

県
が
決
定
し
ま
す
．
新
潟
県
で

は
地
域
特
例
作
物
の
振
興
に
助

成
し
ま
す
．

金
剛
付
－
交
位
革
禅

改造構
、
業農田水の町代松　表別く

町
は
山
菜
を
振
興
作
物
に
選
定

　
県
が
設
定
し
た
地
域
特
例
作

物
の
中
か
ら
松
代
町
で
は
「
山

菜
」
を
選
択
し
、
産
地
化
を
引

き
続
き
、
進
め
る
こ
と
と
し
ま

す
。
山
ウ
ド
の
実
生
栽
培
と
ワ

ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
の
栽
培
を
あ

わ
せ
て
推
進
し
ま
す
。

　
助
成
単
価
は
、
1
0
岬
、
あ
た
り

5
千
円
で
す
．

対象作物
産地づく射対策交獄金 特別調整

促進加算墓本部分 搬、勃礁

飼料作物 6，000 5，000

大　　　　豆 6，000 5，000

そ　　　ば 4，000 5，000

青刈り稲 4，000 5，000

一般作物 4，000

山　　　菜 3，000 5，000

特例作物 3，000

調整水田 2，000

自己保全管理 1，000

ペ
コ
コ
ヨ
　
コ
ヨ
　
ヨ
ヨ
　
　
　
コ
き
　
　
コ
コ
ヨ
ヨ
　
　
コ
コ
ヨ
　
コ
き
　
ヨ
コ
コ
キ
　
　
コ
き
オ
　
コ
　
コ
ヨ
き
　
　
コ
ヨ
ヨ
　
コ
ヨ
　
ヨ
ノ

｛
晦
が
定
め
る
担
い
手
の
要
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
町
驚
は
独
自
の
基
準
と
し
て
、
認
定
農
業
者
や
兼
業
農
家
も
奮
め
寒
．
あ
る
一

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
程
度
の
規
模
の
農
家
を
担
恥
手
選
し
て
位
置
付
け
、
支
援
を
行
騨
ま
す
。
　
　
　
…

｝
　
そ
の
要
件
は
次
の
と
お
璽
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
①
耕
作
面
積
7
0
艀
享
程
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
②
邸
歳
以
下
の
農
薬
者
で
、
営
農
意
欲
が
あ
る
人
。
ま
た
は
、
集
落
か
ら
推
薦
…

　

一
　
の
あ
っ
た
人
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
　
新
潟
県
の
補
助
制
度
の
対
象
と
な
る
担
い
手
要
件
も
同
珍
で
す
。
　
　
　
　
　
一

！
ー
ー
ー
i
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
1
ー
ー
ー
i
l
I
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
1
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
i
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
i
：
ー
ー
I
l
ー
ー
ー
ー
、

　新たな米政策改革大綱では、消費者重視・市場重視の考え方をもと

に、農家が米の生産を安定的に行い、売れる米づくりの実現を目指す

ことを、本来あるべき米づくりの姿と位置付けています．また、現在

の計画流通制度を廃止し、米の流通規制を必要最小限に留めて、風通

しのよい米市場を拓くことも、同時に進めることとしています。

　農業構造改革として、これまでの国策主導の農業政策から消費者・

生産者の主体的な農業展開を目指す、この大綱の実現は、平成22年を

目標にしています。
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　未来をつくる
あなたの一票大切に松代町選挙管理委彙餐難藩の麓繍藪響

選挙の投黎陵難変翼繕瀬噸襲轡

　町選挙管理委員会では、現在の各投票区の選挙人数に見合う投票所の設

置や投票管理者・投票立会人などの配置について検討を行い、効率的な選

挙事務を執行するため下記のとおり投票区を変更します。

　この投票区の変更は7月に執行予定の参議院通常選挙から実施します。

（現　在）

第
24
第
2
3

第
2
2
第
21
第
20
第
葉
9

第
1
8
第
17

第
1
6

第
1
5

第
14
第
葉
3

第
1
2
第
η

第
1
0
第
9
第
8
第
7
第
6
第
5
第
4
第
3
第
2
第
1

投
票
区

犬 中 千 峠 木 六
示 福 太松 竹 莇 寺 儀 名 田 片 孟 東 下 池 池 桐

ム
五 蓬 松

伏 子
●

年 和
田
良
立
島 平代

●　　　　　　　　●

所 平
●

田 明 平
●
野
倉
桐
山
地 山
●

山 之
畑
尻 山 沢

●
平 代
●
集

酋
丁 原 ● 菅小 小 蒲 ● ● 海 こ圭

！目 小

島 室 刈荒 岳
貝 生 仙 滝 老 水 屋

野 ・戸
田

納 沢 丸
落

沢

（変更後）

投
票
区

集
　
　
　
落

投
　
　
票
　
　
所

第
1

松
代
（
1
～
3
0
班
、
3
8

班
、
4
1
～
4
5
班
）

松
代
活
性
化
セ
ン
タ
ー

第
2

蓬
平

蓬
平
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

第
3

会
沢
・
清
水
・
桐
山

松
代
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

第
4

小
屋
丸
・
池
之
畑

下
山
・
東
山
・
海
老

下
山
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

第
5

田
野
倉
・
仙
納

莇
平
・
小
貫

田
野
倉
多
目
的
集
会
施
設

第
6

、
寺
田
・
名
平
・
蒲
生

蒲
生
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

第
7

儀
明

ふ
る
さ
と
の
木
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

第
8

竹
所
・
木
和
田
原

峠

峠
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

第
9

松
代
（
31
～
3
9
班
、
5
0

班
、
51
班
）
・
小
荒
戸
・

太
平
・
菅
刈
・
田
沢

松
代
町
総
合
体
育
館

第
栂

福
島
・
奈
良
立

室
野

松
代
町
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

第
”

千
年
・
池
尻

千
年
活
性
化
セ
ン
タ
ー

第
η

片
桐
山
・
滝
沢

中
子
・
苧
島

苧
島
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

第
捻

犬
伏
・
孟
地

犬
伏
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

「
選
挙
」
に
は

　
　
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す

　
「
選
挙
」
は
、
法
律
的
に
は
大
き
く
二
つ
の
種
類
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

　
ひ
と
つ
は
、
ど
ん
な
公
職
の
人
を
選
ぶ
か
、
と
い
う

分
類
で
す
。
国
会
議
員
や
、
県
知
事
・
県
議
会
議
員
、

市
町
村
長
・
議
員
な
ど
、
選
ぶ
対
象
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
「
選
挙
」
を
行
う
理
由
（
選
挙
事
由
）

で
の
分
類
で
す
。
任
期
満
了
、
議
会
の
解
散
、
議
員
の

欠
員
な
ど
選
挙
を
行
う
理
由
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
二
つ
の
分
類
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
私
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
と
い
う
意
味

で
は
、
ど
れ
も
大
切
な
「
選
挙
」
で
す
。

一
般
の
選
挙
（
国
政
選
挙
）

●
総
選
挙
（
衆
議
院
）

　
衆
議
院
議
員
の
任
期
満
了
（
4
年
）
や
衆
議
院
の
解

散
に
よ
っ
て
、
衆
議
院
議
員
の
全
員
を
選
ぶ
た
め
に
行

わ
れ
ま
す
。

●
通
常
選
挙
（
参
議
院
）

　
参
議
院
に
は
解
散
が
な
い
た
め
、
任
期
満
了
（
6
年
）

に
よ
っ
て
、
3
年
ご
と
に
定
員
の
半
数
を
選
び
ま
す
。

一
般
の
選
挙
（
地
方
選
挙
）

●
一
般
選
挙
（
地
方
の
議
会
）

　
一
般
選
挙
と
は
、
県
や
町
な
ど
の
議
会
の
議
員
の
選

挙
で
す
。
任
期
満
了
（
4
年
）
の
ほ
か
議
会
の
解
散
な

ど
で
も
行
わ
れ
ま
す
。

●
地
方
公
共
団
体
の
長
の
選
挙

　
県
知
事
や
町
長
な
ど
の
選
挙
で
す
。
任
期
満
了
（
4

年
）
の
ほ
か
、
住
民
の
直
接
請
求
（
リ
コ
ー
ル
）
に
よ

る
解
職
や
不
信
任
議
決
に
よ
る
失
職
な
ど
で
も
行
わ
れ

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
新
し
い
市
町
村
が
で
き
た
と
き
に
行

わ
れ
る
設
置
選
挙
や
特
別
な
選
挙
と
し
て
、
補
欠
選
挙

や
再
選
挙
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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　介護を必要とする高齢者や身体に障害のある方が、自宅で快適な

生活をおくるために必要な住宅の改修を行う場合、介護保険と町の

補助制度がご利用いただけます。

対

象

者

助
成
基
準

住対
宅象

介護保険

・要支援または要介護

の認定を受けた方

・補助の対象となる住宅改修にかかる費用で、改

修費20万円を限度に9割の給付が受けられます。

町の補助制度

　定を受けた方

　または療育手帳の交付を受け、障害の程度欄に

　「A」と表示されている方

①概ね65歳以上の方で要支援または要介護の認

②身体障害者手帳1，2級を所持している方、

・対象者①に該当する方は30万円。対象者②に該

当する方は50万円を上限に、助成されます。

〔野内の所得によって・助成額が異なりま〕

・どちらも、一人の対象者に一回限りの助成です。

・現在、対象者が居住している住宅で対象者もしくはその家族が所有している

住宅

①
②
③
④
⑤
⑥

　
対
象
と
な
る

　
改
修
工
事

助
成
要
件

住宅内の床段差解消工事

手すりの取り付け

洋式トイレヘの取り替え工事

すべり防止などの床材変更

引き戸などへの扉の取り替え

これらの改修に付帯する工事

①
②
③
④
⑤

住宅内の床段差解消工事

手すりの取り付け

洋式トイレヘの取り替え工事

ホームエレベーターなどの設置工事

浴槽およびシャワーの設置工事

助成を受けるには、下記の書類が必要です。

〈申請に必要なもの〉

①住宅改修費支給申請書　②住宅改修が必要な理由書（ケアマネージャーなどが作成）　③住宅所有

者の承諾書　④住宅改修費用の領収書　⑤工事費内訳書（工事の種類ごとに、材料費、施工費、諸経

費などがわかるもの）　⑥工事の着工前、着工後の写真

〈ご注意〉

　助成を受けようとする方は、必ず工事着工前に役場住民課福祉係または介護保険係にご相談ください。

工事完了後に申講をされた場合は、助成を受けられないことがあります。

住宅改修のほか、町では次のような助成制度があります。（お気軽にご相談ください）

障害のある方へ 高齢者へ

補装具の交付　（修理）
日常生活用具の給付・貸与
福　　祉　　タ　　ク　　シ　　ー 福　　祉　　タ　　ク　　シ　　ー

ホ　ーム　ヘル　プサー　ビ　ス ホ　ーム　ヘル　プサー　ビ　ス

特　　別　　障　　害　　者　　手　　当

自　動　車　改　造　補　助　事　業

せ
役
場
住
民
課

わ
　
福
祉
係

合
￥
　
　
介
護
保
険
係

し
問
凪
5
9
7
1
2
2
2
0
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欝藁の壁懸越鑓緬繭醗鞭耀欝

　報繍翻脇灘　鰍戯灘1

協麹隊員

1辮樵葦弥盤慈鵜

　　㈱沢欝婆麟

青
年
海
外
協
力
隊
（
J
I
C

A
n
国
際
協
力
機
構
）
は
、
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
大
洋
州
地

域
な
ど
の
各
地
で
、
人
の
交
流

を
通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
・

技
能
を
生
か
し
て
各
国
の
国
づ

く
り
・
人
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
高
橋
弥
生
さ
ん
は
、
太
平
洋

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
で
、
小
学

校
教
諭
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
平
成
1
4
年
7
月
に
赴
任
し

た
高
橋
さ
ん
は
、
2
年
の
任
務

を
終
え
間
も
な
く
帰
国
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
海
に
囲
ま
れ
た
美

し
い
自
然
の
広
が
る
同
国
に
つ

い
て
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
は
、

目
本
か
ら
約
5
千
キ
。
㌶
離
れ
た

南
の
島
で
す
。
た
く
さ
ん
の
島
々

か
ら
な
り
、
そ
こ
に
約
6
万
人

の
人
々
が
塘
紡
し
て
い
ま
す
。

島
々
は
、
環
礁
と
い
っ
て
小
さ

な
島
が
ド
ー
ナ
ツ
の
よ
う
な
形

で
点
々
と
連
な
っ
て
い
て
、
湖

の
岸
に
い
る
よ
う
に
そ
の
島
々

を
対
岸
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
風
景
は
と
て
も
美
し

い
も
の
で
す
。
マ
ー
シ
ャ
ル
に

は
そ
の
環
礁
が
2
7
あ
り
、
私
は

そ
の
中
の
一
つ
、
ミ
リ
環
礁
・

ミ
リ
島
の
小
学
校
で
算
数
と
理

科
を
教
え
て
い
ま
す
。

　
ミ
リ
島
は
、
ミ
リ
環
礁
の
中

で
中
心
と
な
っ
て
い
る
島
で
す

が
、
周
囲
約
1
0
キ
。
㌶
の
小
さ
な

島
で
、
人
口
は
約
5
0
0
人
で

す
。
ミ
リ
に
は
、
ま
だ
電
気
や

水
道
、
ガ
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。

人
々
は
個
人
で
太
陽
パ
ネ
ル
や

ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
い

ま
す
が
、
目
本
の
よ
う
に
十
分

に
電
気
が
使
え
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
．
で
す
の
で
、
洗
濯

機
や
テ
レ
ビ
（
テ
レ
ビ
放
送
は

受
信
で
き
な
い
の
で
、
ビ
デ
オ

だ
け
）
も
ほ
ん
の
何
軒
か
に
あ

る
く
ら
い
で
す
。
で
も
明
か
り

が
な
い
分
、
ミ
リ
の
夜
空
は
数

え
切
れ
な
い
く
ら
い
の
星
で
埋

め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
は
、

洗
濯
や
水
浴
び
用
に
井
戸
水
を
、

飲
み
水
用
に
雨
水
を
貯
め
た
も

の
を
使
っ
て
い
ま
す
。
煮
炊
き

に
は
、
ヤ
シ
の
実
の
殻
を
燃
し

て
い
ま
す
．
不
自
由
そ
う
に
見

え
ま
す
が
、
ご
飯
を
炊
く
の
は

も
ち
ろ
ん
、
工
夫
し
て
オ
ー
ブ

ン
を
作
り
パ
ン
を
焼
く
こ
と
も

で
き
る
ん
で
す
。
食
事
は
、
ご

飯
、
パ
ン
、
そ
し
て
魚
が
主
で

す
．
マ
ー
シ
ャ
ル
の
海
は
素
晴

ら
し
く
、
魚
の
種
類
も
豊
富
で
、

魚
の
ほ
か
、
サ
メ
、
イ
セ
エ
ビ
、

シ
ャ
コ
ガ
イ
な
ど
何
で
も
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
捕
れ
ま
す
。

　
人
々
の
生
活
は
シ
ン
プ
ル
で

す
。
男
は
、
そ
の
日
の
食
べ
る

も
の
を
食
べ
る
分
だ
け
捕
っ
て
、

き
ま
す
。
そ
の
他
収
入
を
得
る
．

た
め
に
ヤ
シ
の
実
の
中
に
あ
る

。
コ
プ
ラ
を
集
め
ま
す
。
女
は
掃

除
、
洗
濯
、
炊
事
の
ほ
か
、
パ

ン
ダ
ナ
ス
の
葉
を
編
ん
で
、
家

の
屋
根
や
敷
物
、
そ
し
て
バ
ッ

グ
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
あ
ら

ゆ
る
も
の
を
作
り
ま
す
．
子
ど

も
た
ち
も
と
て
も
よ
く
働
き
ま

す
．
女
の
子
も
小
学
校
の
高
学

年
く
ら
い
に
な
る
と
、
ほ
と
ん

ど
大
人
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が

で
き
ま
す
．
男
の
子
も
コ
プ
ラ

作
り
は
無
理
で
す
が
、
魚
を
捕
っ

た
り
カ
ニ
を
捕
っ
た
り
、
立
派

に
一
家
の
働
き
手
と
な
っ
て
い

ま
す
。
小
学
校
低
学
年
の
子
ど

も
で
も
、
自
分
よ
り
年
下
の
子

，
を
抱
っ
こ
し
た
り
お
ん
ぶ
し
た

り
し
て
と
て
も
よ
く
面
倒
を
見

コ
プ
ラ
…
ヤ
シ
の
実
の
胚
乳
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
。

ミツ．ドウ

卸　潤醸緯欝
・　ゼ　欝　　　　　一噸

　　　　　　　　、’　　　　　　　　　　〇三小笠原諸島

　　　　　　　’　　　ら顧島　　鶴島
　　台湾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北マリアナ連邦

驚　　謙1
．驚，・酔遡

　ク　　　　　　　　　　　ヤ

　　　　　ニ，o　●’　　　　　　（赤道）

　　　マーシャル諸島

工ニウエトケ島騰島＝・

＼　　　　　■　　　　　置　■　　　　　　　，　　　　　‘｛㌧、　響p
　　　　　　　　■　　　　　　ド　　　　　　，，　　　　　　　■　　　　　　　　ド　　　　　　　　ロじ　　　　　　マジュロ環磁

魎」烈典諮
馨覧艶…聯訂

パブア

驚
．驚

屡衝
雲肇

て
い
ま
す
．

“
ひ
も
じ
か
と
問
う
も
愚
か
ぞ

こ
の
頃
は
死
に
た
る
人
を
幸
に

思
ほ
ゆ
”

　
ミ
リ
に
は
、
第
二
次
大
戦
時

約
7
千
人
の
日
本
人
が
駐
留
し

て
い
ま
し
た
．
そ
し
て
、
補
給

路
を
断
た
れ
た
め
多
く
の
人
々

が
、
飢
え
で
亡
く
な
っ
た
の
だ

そ
う
で
す
。
前
述
の
句
は
当
時

の
日
本
兵
の
詠
ん
だ
句
で
す
。

ミ
リ
に
は
、
日
本
軍
が
残
し
た

船
や
、
飛
行
機
そ
し
て
建
物
な

ど
も
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
遺
物
が
ミ
リ
に
は
と

て
も
不
自
然
に
見
え
る
の
で
す

が
、
ミ
リ
の
人
た
ち
は
何
事
も

な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
毎
目
を

ゆ
っ
た
り
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
．
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松
代
町
婦
衷
消
防
隊
に

　
　
　
　
　
　
優
良
消
防
隊
表
彰

優
農
婦
菰
消
防
隊
員
緩
は
秋
幽
ヨ
鞭
蚤
建
幽
（
講
蘇
）

　
日
本
消
防
協
会
（
徳
田
正
明
会
長
）
定
例
表
彰
で
、

松
代
町
婦
人
消
防
隊
が
平
成
1
5
年
度
優
良
婦
人
消
防
隊

と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
同
隊
は
昭
和
3
8
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
出

稼
ぎ
に
よ
る
消
防
団
員
不
在
期
の
地
域
の
護
衛
役
と
し

て
消
防
の
要
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
隊
員
数
1

7
2
名
。
ポ
ン
プ
繰
法
か
ら
各
種
訓
練
、
ま
た
防
火
活

動
に
至
る
ま
で
そ
の
活
動
は
幅
広
く
、
地
域
の
防
災
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

表彰を受ける秋山さん

　
秋
山
ヨ
キ
子
さ
ん
は
、

昭
和
4
5
年
に
松
代
町
婦

人
消
防
隊
に
入
隊
。
普

段
の
防
火
訓
練
や
講
習

会
な
ど
を
通
じ
て
の
消

防
知
識
・
技
術
の
習
得

に
も
積
極
的
で
す
。

　
平
成
1
5
年
6
月
の
清

水
集
落
内
の
林
野
火
災

松代町婦人消防隊に贈られた

表彰旗

で
も
、
消
火
器

を
持
っ
て
真
っ

先
に
駆
け
つ
け
、

消
化
活
動
に
あ

た
っ
た
そ
の
功

績
も
認
め
ら
れ

て
の
表
彰
で
す
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　儒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　億　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醒　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　∂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軍　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醒　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耀　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　眉　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屠　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　椰　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醒」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　露　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　扁　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　一　σ　　　　　　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　　　　　曹　σ　　　　　　　　　　　　　　　　8　’　　　　　　　　　　　　　　　儒　」　　　　　　　　　　　　　　　帰　’　　　　　　　　　　　　　　眉　’　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　　一　σ　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　鯉　夕　　　　　　　　　　　躍　」　　　　　　　　　　儒　’　　　　　　　　　　環　」　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　一　『　　　　　　　　一　’　　　　　　　　一　8　　　　　　　－　」　　　　　　　齢σ　　　　　　爾　夕　　　　　　醒’　　　　　一　4　　　　　層　’　　　　一　’　　　　一　’　　　置　’　　　層　’　　屠　」　　醒」　一　ρ　億　β一　’一　’

内

懸醤

無轍薪

囲碁大会（上）

と将棋大会
（右）の様子

　
会
話
も
な
い
。

音
楽
も
な
い
．
た

だ
碁
石
を
打
つ
音

だ
け
が
響
く
．
タ

バ
コ
の
煙
で
霞
む

部
屋
に
並
べ
ら
れ

た
、
碁
盤
に
向
き

合
う
棋
士
．
ジ
ャ

ラ
ジ
ャ
ラ
慌
し
く

碁
笥
（
ご
け
）
か

ら
白
い
石
を
取
り

出
し
た
そ
の
と
き
、

一
人
が
つ
ぶ
や
い
た
。
「
残
念
だ
で
も
大
事
な
と
こ
ろ
で

手
を
ま
ち
が
っ
た
な
」
た
め
息
ひ
と
つ
、
口
元
が
締
ま
っ

た
。
前
目
の
晩
か
ら
練
ら
れ
た
秘
策
は
、
も
ろ
く
も
崩

れ
た
．
軽
く
頭
を
下
げ
る
と
お
互
い
は
別
れ
た
．

　
わ
ず
か
一
時
間
足
ら
ず
だ
が
、
縦
・
横
1
9
本
の
線
が

交
わ
る
碁
盤
の
上
は
戦
地
と
化
す
る
。

　
年
に
一
度
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
将
棋
・

囲
碁
大
会
．
将
棋
大
会
で
は
、
松
代
中
学
校
三
年
生
の

高
野
裕
貴
さ
ん
が
、
ベ
テ
ラ
ン
勢
を
抑
え
て
三
位
に
入

賞
す
る
健
闘
を
遂
げ
た
。

　平成16年町内将棋大会
　（2月15日　参加者19名）
優勝　関谷英市郎さん（松代）

2位高橋敏雄さん（室野）
3位　高野　裕貴さん（松代）

4位　柳　　善雄さん（太平）

　平成16年町内囲碁大会
　（2月22日　参加者13名）

　　　　Aブロック
優勝　関谷　光夫さん（松代）

2位　佐藤　達夫さん（室野）

3位斎木賢秀さん（室野）

　　　　Bブロック
優勝　植木　直栄さん（松代）

2位富澤恭一さん（松代）
3位　横尾　庄平さん（峠）
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●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
■
　
　
●
　
　
●
　
　
暇
　
　
●
　
　
Q
　
　
●
　
　
●
　
　
■
　
　
●
　
　
●
　
　
α
　
　
●
　
　
●

，
，
踊
睡
臨
難

　
6
年
前
か
ら
東
頸
城
六
市
町
村

で
展
開
し
て
い
る
越
後
田
舎
体
験

事
業
．
関
東
地
区
を
中
心
に
修
学

旅
行
・
体
験
授
業
な
ど
で
東
頸
城

を
訪
れ
る
学
生
た
ち
は
、
4
5
団
体

で
約
5
千
人
に
も
お
よ
ぶ
。

　
東
頸
城
に
訪
れ
た
人
に
も
、
そ

し
て
住
ん
で
い
る
人
に
も
、
心
に

刻
ま
れ
た
こ
の
地
域
の
「
い
い
と

こ
ろ
」
「
い
い
思
い
出
」
を
、
言
葉

で
表
現
し
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ

れ
て
い
る
「
田
舎
雪
国
・
俳
句
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
。
2
年
目
の
今
年
も
ー
、

7
0
0
点
を
越
え
る
応
募
が
あ
り

2
月
1
3
日
に
審
査
が
行
わ
れ
た
．

　
松
代
町
か
ら
の
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
。

纏罐翻雪
握
華
薦
、
畢
難
蕪
餐
繋
．

　
　
　
　
、
灘
灘
穣
囲

　
　
　
騨
・
－
麟
麗
難
　
撚
、
蒙
葛

　
こ
の
ぽ
が
璽
鎌
賞
額
品
嘩
麹
鵬
懸
ぼ
、
東
頸
城
残

　
　
　
　
　
瓢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓑
欄
騰
灘
雛
彌
　
　
難

域
ま
ち
づ
く
り
委
員
袈
の
恭
－
翼
繰
翻
撒
恋
諮
覧
い

だ
だ
げ
欝
す
。
　
　
　
　
　
　
鐵
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
愚
襲
妻
≦
薫
蓬
歪
①
匿
舞
㊧
黛
慈
議
瀬
⊃

　
　
　
　
　
　
　
鑛
灘
聾
灘

黙
　
　
　
　
，
　
議
－
－
・

懲
　
　
驚
，
灘
襲
蓬
磁

優
秀
当
羅
隊
募
数
4
0
4
旬

　
　
　
　
　
　
灘
醗
麗
ん
甚
、
解

　
熟
翰
続
、
繍
小
4
年
．
拷

9



●
4
月
7
日
伽
大
宮
G
C

　
コ
ー
ス
は
、
上
尾
市
街
地
内

に
あ
っ
て
、
桶
川
駅
か
ら
歩
い

て
も
行
け
る
ほ
ど
交
通
至
便
．

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
林
間
コ
ー

ス
が
魅
力
で
す
．

　
こ
の
時
期
は
、
桜
の
名
所
「
千

鳥
ヶ
渕
」
の
さ
く
ら
の
景
観
と

は
趣
は
異
な
る
も
の
の
、
そ
れ

簑犠
　
　
舳

　
　
O

は
素
晴
し
い
と
こ
ろ
で
す
．
ぜ

ひ
一
度
お
花
見
を
兼
ね
て
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

幹
事
鈴
木
彦
平

モE
O
4
9
1
2
4
3
－
0
9
8
1

T（
締
め
き
り
一
3
月
2
3
目
伽
）

●
9
月
上
旬
　
白
河
高
原
C
C

を
予
定
．
詳
細
は
後
日
ご
案
内

し
ま
す
．

東
京
松
代
会

　
　
趣
味
の
会
ご
案
内

－
気
の
合
う
仲
間
と
楽
じ
さ
い
っ
ぱ
い
1
1

　
い
よ
い
よ
春
で
す
。
花
咲
き

鳥
歌
う
季
節
、
私
達
も
元
気
に

歩
き
だ
し
ま
し
ょ
う
。
今
年
は
、

2
回
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

追
加
企
画
し
ま
す
．

●
春
の
計
画

・
場
所
　
水
元
公
園

・
開
催
　
4
月
1
1
目
㈹

・
集
合
　
京
成
線
柴
又
駅
1
0
時

・
昼
食
　
各
自
持
参

●
秋
の
計
画

・
場
所
　
日
の
出
山

・
開
催
　
n
月
21
日
㈲

・
集
合
　
中
央
線
立
川
駅
9
時

・
昼
食
　
各
自
持
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

幹
事
柳
信
輔

モE
O
3
－
3
6
9
0
－
0
2
7
1

丁
世
話
人
松
山
利
英

　

E
O
3
1
3
6
2
9
1
8
1
0
7

　
昨
年
は
台
風
の
影
響
で
、
ハ

ゼ
釣
り
を
残
念
な
が
ら
断
念
。

で
も
、
キ
ス
釣
り
で
は
大
物
が

釣
れ
、
イ
シ
モ
チ
釣
り
で
は
、

ア
ジ
、
穴
子
、
カ
サ
ゴ
な
ど
も

混
じ
り
数
が
伸
び
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
ブ
リ
の
子
「
ワ
カ

シ
」
釣
り
も
企
画
し
ま
し
た
。

友
人
や
お
子
様
な
ど
、
お
誘
い

あ
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
キ
ス
釣
り
大
会

　
5
月
1
6
日
㈹
　
八
景
島

　
○
た
い
へ
ん
で
し
た
よ
ね

●
ワ
カ
シ
釣
り
大
会

　
9
月
1
2
日
側
　
江
ノ
島

●
イ
シ
モ
チ
釣
り
大
会

　
1
0
月
24
日
㈲
　
八
幡
橋

（
詳
細
は
、
後
日
ご
案
内
し
ま

す
）　
釣
り
に
お
い
で
よ

　
　
キ
ら
く
な
仲
間

　
　
　
ワ
カ
シ
も
あ
な
た
も

　
　
　
　
　
　
　
イ
イ
男

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

会
長
関
谷
孝

モE
O
4
8
1
9
4
3
－
7
3
7
6

T

　
今
年
も
例
年
ど
お
り
、
次
の

三
作
品
を
鑑
賞
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
国
立
劇
場
（
皿
0

3
1
3
2
6
5
1
7
4
1
1
）

で
の
公
演
で
す
．

●
歌
舞
伎
教
室

・
日
時
　
6
月
2
0
日
㈲

　
　
　
　
午
後
2
時
3
0
分
～

・
演
目
　
「
鳴
　
神
」

　
歌
舞
伎
十
八
番
の
ひ
と
つ
．
天

　
上
の
鳴
神
上
人
は
下
界
の
雲
の

　
絶
間
の
姫
の
白
い
脛
に
迷
わ
さ

れ
て
…

・
出
演
　
中
村
橋
之
助
・
扇
雀

・
料
金
　
三
、
四
〇
〇
円

●
歌
舞
伎
公
演

・
日
時
　
1
0
月
2
4
日
㈲

米
持
雅
朗
さ
ん
ー

サ
ン
キ
ュ
ー
の
ひ
と
こ
と

鹸
遡
縫
知
露
疑
能

・
料
金
　
五
、
六
〇
〇
円

●
文
楽
教
室

・
日
時
　
1
2
月
1
2
日
側

　
　
　
　
午
後
4
時
～

・
演
目
　
「
平
家
女
護
島
」

　
鬼
界
ケ
島
に
流
さ
れ
た
俊
寛
は

　
、
　
〉
こ
●
：

　
V
カ
を

・
出
演
　
豊
竹
英
大
夫
ほ
か

・
料
金
　
三
、
四
〇
〇
円

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

世
話
人
　
市
川
昭
二

　E
O
3
－
3
9
9
9
－
3
0
0
1

丁代
　
理
　
井
上
市
郎

モ

E
O
3
1
3
9
1
0
1
3
8
9
9

T

　
　
地
域
会
開
擢
の
お
知
ら
せ

り
竹
雲

よだ
目
時
5
月
3
0
霞
㈱
難
時

｛
釈
会
　
場
　
東
窟
新
潟
県
人
会
館

東
連
絡
先
会
長
武
田
勇

猟
0
4
5
－
3
3
1
－
3
6
9
2

山
平
総
会
・
懇
親
会

目
時
6
月
6
臼
㈲
難
時

会
　
場
　
か
ん
ぽ
ヘ
ル
ス
プ
ラ

　
　
　
ザ
東
京

連
絡
先
　
会
長
　
井
上
正
美

も皿
0
4
4
1
8
7
7
－
9
6
1
1

よ
も
ぎ
会

目
時
6
月
B
目
㈲
鷲
時

会
　
場
　
上
野
・
吉
池

連
絡
先
若
井
孝

凱
0
4
6
－
2
4
1
土
7
3
5

変
更
の
お
知
ら
せ

　
2
月
号
東
京
だ
よ
り
の
菅
刈
会

連
絡
先
「
会
長
　
片
山
徳
重
」
は

「
会
長
　
関
谷
角
治
」
で
、
電
話

番
号
も
「
0
3
－
3
6
0
5
－
2
8

1
9
」
に
変
更
に
な
っ
て
お
り
ま

す
．

つ
づ
く

70



松
代
の
自
然

サ
ギ
の
い
ろ
い
ろ

　
ず
っ
と
前
の
こ
と
、
雪
の
降
る
中
を

池
尻
か
ら
室
野
の
方
へ
向
か
っ
て
歩
い

て
い
る
と
、
前
方
を
雪
に
混
じ
っ
た
よ

う
な
真
っ
白
い
カ
ラ
ス
が
翔
ん
で
い
る

の
を
目
認
し
ま
し
た
。
「
こ
れ
は
大
発
見
ー
己

と
ば
か
り
に
そ
の
こ
と
が
深
く
記
憶
に

残
り
ま
し
た
．
数
年
後
の
雪
の
降
る
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら
さ
ぎ

奈
良
立
橋
の
下
の
川
原
に
立
つ
白
鷺
を

見
つ
け
ま
し
た
．
白
鷺
は
、
立
ち
止
ま
っ

た
私
の
姿
に
警
戒
し
て
飛
び
立
っ
て
行

き
ま
し
た
が
、
そ
の
姿
が
あ
の
時
の
“
白

い
カ
ラ
ス
”
だ
っ
た
の
だ
と
記
憶
が
呼

び
起
こ
さ
れ
た
の
で
す
。
正
体
は
「
ダ

イ
サ
ギ
」
と
い
う
冬
鳥
で
北
か
ら
越
冬

に
南
下
し
て
き
た
も
の
で
し
た
．
　
そ

し
て
、
今
年
1
月
2
2
日
の
午
後
、
室
野

の
濁
川
の
上
流
に
向
か
っ
て
翔
ん
で
い

る
の
を
目
撃
し
ま
し
た
．
若
い
頃
、
妻

の
実
家
の
竹
所
へ
行
く
途
中
、
室
野
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
沢
入
り
』

懇
　　　　　　　　　、■

家
か
ら
グ
ラ

ン
ド
ヘ
向
か

う
道
の
あ
た

り
か
ら
「
ウ

オ
ー
ッ
、
ウ

オ
ー
ッ
」
と

い
う
無
気
味

な
声
に
脅
か

さ
れ
、
冷
や
汗
を
か
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
後
に
な
っ
て
思
え
ば
、
こ
れ

は
「
ミ
ゾ
ゴ
イ
」
と
い
う
サ
ギ
の
一
種

だ
っ
た
の
で
す
．
ま
た
、
夜
の
上
空
を

「
ク
ワ
ー
、
ク
ワ
ー
」
と
鳴
く
夜
ガ
ラ
ス

と
呼
ば
れ
る
の
は
「
ゴ
イ
サ
ギ
」
な
ん

で
す
。
小
谷
山
で
シ
ャ
ギ
が
一
大
コ
ロ

ニ
ー
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き

ま
し
た
．
こ
れ
も
ゴ
イ
サ
ギ
だ
っ
た
の

で
し
よ
う
．

　
現
在
、
一
番
憎
ま
れ
て
い
る
サ
ギ
は
、

鶴
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
大
き
な
「
ア
オ

サ
ギ
」
で
す
。
悠
然
と
空
を
行
く
姿
は

見
事
な
も
の
で
す
が
、
田
に
舞
い
降
り

て
、
タ
ニ
シ
を
拾
っ
て
食
べ
る
た
め
に
、

植
え
た
ば
か
り
の
稲
の
苗
を
踏
み
荒
ら

す
の
に
は
閉
口
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
苗
の

上
を
歩
く
の
は
ド
ビ
ラ
ナ
ク
て
奴
ら
に

は
楽
な
の
で
し
ょ
う
が
、
耕
作
者
の
私

ら
に
は
全
く
の
災
難
で
す
。
小
荒
戸
の

川
辺
で
は
「
ヨ
シ
ゴ
イ
」
を
見
か
け
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
辺
で
は
「
サ
ギ
」
の
こ
と
を
「
シ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
ぎ

ギ
」
と
発
音
し
、
犯
罪
の
「
詐
欺
」
の

こ
と
も
シ
ャ
ギ
と
言
い
ま
す
。
サ
ケ
は

シ
ャ
ケ
と
発
音
し
ま
す
．
そ
れ
で
い
な

が
ら
お
酒
に
は
オ
シ
ャ
ケ
と
は
言
い
ま

せ
ん
か
ら
『
サ
』
の
字
の
発
音
が
で
き

わ
け
で
な
い
の
で
、
面
白
い
も
の
で
す
。

（
写
真
　
廣
樹
旬
さ
ん
〈
栃
木
県
在
住
〉

　
　
　
　
　
　
　
文
　
高
橋
八
十
八
）

騨1…1…讐

3灘a

松代町観光協会主催

毯
隠

雪中宝さがしにみんなが夢中

気分も最高！眺めも最高1

　
松
代
町
観
光
協
会
が
J
R
高
崎
駅
と
提
携
し
て
企
画
し

た
「
手
打
ち
そ
ば
と
雪
三
昧
の
旅
」
．
芝
峠
温
泉
レ
ス
ト
ビ

レ
ッ
ジ
峰
を
会
場
に
、
2
月
の
毎
週
土
曜
日
、
計
4
回
の

開
催
で
延
べ
約
1
3
0
人
が
雪
三
昧
の
週
末
を
楽
し
ん
だ
．

　
山
ご
ぼ
う
や
山
芋
な
ど
を
使
っ
た
本
格
的
な
田
舎
そ
ば

と
、
数
多
い
雪
遊
び
が
好
評
で
関
東
地
区
を
中
心
に
、
家

族
連
れ
な
ど
が
多
い
。

　
な
か
で
も
、
宮
崎
県
か
ら
参
加
し
た
桐
明
さ
ん
ご
家
族

おかあさんといっしょにそば打ち体験

は
「
子
ど
も
に
雪
遊
び
を
経
験
さ
せ
た
く

て
、
イ
ン
タ
r
ネ
ッ
ト
を
見
て
申
し
込
み

ま
し
た
。
遊
び
が
豊
富
で
、
子
ど
も
た
ち

も
満
足
そ
う
で
す
」
と
お
子
さ
ん
に
手
を

引
か
れ
な
が
ら
雪
原
を
こ
ざ
い
て
い
た
．

　
そ
ば
打
ち
の
ほ
か
に
は
、
雪
中
ハ
イ
キ

ン
グ
や
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
な
ど
も
プ
ロ
グ
ラ

ム
さ
れ
て
い
て
、
存
分
に
雪
と
た
わ
む
れ

て
い
た
。
参
加
者
は
、
雪
ま
み
れ
の
冷
え

た
身
体
を
、
あ
ん
ぼ
の
お
か
あ
ち
ゃ
ん
が

差
し
出
し
て
く
れ
た
お
し
る
こ
に
、
甘
い

思
い
出
を
残
し
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
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各種大会の結果一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
町
の
小
学
生
の
み
。
（
　
）
は
学
年

〈
第
51
回
信
越
学
童
親
善
ス
キ
ー
大
会
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妙
高
高
原
町
／
2
月
1
9
日
）

灘
臓
羅
漫

◆
女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

2
位
　
相
沢
里
奈
さ
ん
（
6
）

7
位
　
関
谷
　
唯
さ
ん
（
5
）

◆
男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

9
位
　
五
十
嵐
羊
太
さ
ん
（
6
）

．
蕪

勲
顯
灘
菊
灘
職
響
盤
雛

◆
女
子
リ
レ
ー
（
2
㎞
×
4
）

5
位
　
奴
奈
川
小
学
校
チ
ー
ム

中
沢
優
子
さ
ん
、
佐
藤
千
紘
さ
ん

中
沢
里
奈
さ
ん
、
牧
田
秋
恵
さ
ん

　　　　　　匹諺E　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　｝甲二甲；』　　　　r二聡；・ノ

　　総蘇陸，繋1　灘覇

写真右から五十嵐羊太さん、相沢里奈

さん、関谷唯さん

鱗蓋　」1慧議……劉灘纒

．
㎜
『
．
さ

　
奈
　
里
ん

馨
沢
さ

　
中
紘

　
　
、
千

　
ん
藤

　
さ
佐

　
恵
　
、

　
秋
ん

　
田
さ

，
牧
子

　
ら
優

　
か
沢

　
右
中

　
写
ん

第
3
3
回
新
大
全
国
書
初
大
会

朝
日
新
聞
新
潟
総
局
賞

関
谷
知
有
莉
さ
ん
（
松
代
小
5
年
）

特
選
品
田
　
　
梓
さ
ん
（
松
代
小
2
年
）

関

谷

贈膨
　
　
　
ジ

％
の

％
　
ヤ
ブ

磁
舅
、
φ

　
　
　
わ

手
話
に
チ
ヤ
レ
ン
ジ
！

　
2
月
7
目
ω
、
わ
く
わ
く
チ
ャ

レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
「
手
話
講
座
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
松
之
山
の
保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
勤
め
の
小
野
塚
敬

之
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

4
年
生
を
中
心
に
し
た
2
4
名
が

手
話
を
学
習
し
ま
し
た
。

　
自
己
紹
介
や
簡
単
な
歌
を
手

話
で
表
し
た
り
、
手
話
に
つ
い

て
の
質
問
を
小
野
塚
さ
ん
に
聞

い
て
み
た
り
し
な
が
ら
、
手
話

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

難

　　　　　　　　　㊨

　　　　　　　襲

　　　盤
鯉垂

　
　
　
　
　
一
礫
難

　
　
　
　
　
・
．
鳳
稀

　
楮
は
ク
ワ
科
に
属
す
る
多
年

生
の
植
物
で
す
。
樹
皮
が
と
て

も
強
い
の
で
目
本
で
は
古
来
よ

り
紙
の
原
料
と
し
て
栽
培
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
紙
の
原
料
と
し
て
つ
か
え
る

ま
で
育
て
る
に
は
手
間
も
か
か

り
ま
す
．
追
肥
や
芽
欠
き
、
下

草
刈
り
な
ど
、
孟
地
小
学
校
の

児
童
た
ち
は
夏
の
暑
い
日
に
も

何
度
か
学
校
近
く
の
栽
培
畑
に

向
か
い
ま
す
．
楮
の
成
長
は
早

く
、
刈
り
取
り
の
1
0
月
頃
に
は

児
童
た
ち
の
背
丈
の
倍
く
ら
い

に
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
一

本
一
本
ノ
コ
ギ
リ
で
切
り
倒
し

て
学
校
に
運
び
込
み
ま
す
。

　
雪
が
降
り
始
め
る
頃
、
楮
の

皮
む
き
を
し
た
り
、
む
い
た
皮

を
煮
た
り
し
て
紙
す
き
の
準
備

を
始
め
ま
す
．

全校児童で楮の刈り取り作業（11月4日）

　
2
月
下
旬
。
い
よ
い
よ
紙
す

き
で
す
。
紙
す
き
の
先
生
は
若

月
義
則
さ
ん
（
孟
地
）
で
す
。

賞
状
の
中
央
に
は
校
章
の
透
か

し
を
入
れ
ま
す
．
緊
張
の
面
持

ち
で
児
童
た
ち
は
丹
念
に
紙
を

す
き
ま
す
．
6
年
生
は
自
分
た

ち
の
卒
業
証
書
と
し
て
、
5
年

生
は
来
年
の
た
め
に
。

　
た
く
さ
ん
の
思
い
出
も
い
っ

し
ょ
に
す
き
込
み
ま
す
．
3
月

24

目
、
5
名
の
児
童
が
卒
業
し

ま
す
．

なれた手つきで紙すきをする

児童（2月20日）
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平
成
柘
年
度
　
松
代
町
体
育
協
会
表
彰

　
松
代
町
体
育
協
会
（
会
長
　
関
谷
八
郎
さ
ん
）
表
彰

は
、
町
の
体
育
活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
町
内
在

住
ま
た
は
出
身
者
で
、
そ
の
年
、
特
に
功
績
の
あ
っ

た
人
を
た
た
え
表
彰
し
て
い
ま
す
．

　
表
彰
の
種
類
に
は
、
体
育
功
労
者
賞
、
優
秀
指
導

者
賞
、
優
秀
競
技
者
賞
が
あ
り
、
本
年
度
は
次
の
方

に
授
与
さ
れ
ま
し
た
．

体
育
功
労
者

●
市
川
　
芳
雄
さ
ん
〈
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
〉

●
五
十
嵐
文
夫
さ
ん
〈
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
〉

優
秀
競
技
者

団
　
体

　
　
　
　
ー
ツ

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
手

　
　
　
騰武田千尋さん

●
松
代
高
校
ス
キ
ー
部
　
　
　
　
　
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
　
女
子
リ
レ
ー
　
優
勝
な
ど

●
松
代
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
チ
ー
ム

　
相
澤
祐
樹
さ
ん
、
市
川
銀
次
さ
ん
、
高
澤
慎
太
郎
さ
ん
、
松
澤
航
さ
ん
、
村
山
雄
也
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手
道
大
会
　
小
学
生
団
体
形
　
3
位

個
　
人

●
関
谷
　
有
希
さ
ん
（
松
代
高
3
年
）

●
関
谷
　
智
美
さ
ん
（
松
代
高
3
年
）

●
小
嶋
ち
え
み
さ
ん
（
松
代
高
1
年
）

●
五
十
嵐
太
博
さ
ん
（
松
代
中
3
年
）

●
佐
藤
　
将
吾
さ
ん
（
松
代
中
3
年
）

●
松
澤
　
佳
奈
さ
ん
（
松
代
小
4
年
）

●
武
田
　
千
尋
さ
ん
（
松
代
小
4
年
）

全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
　
女
子
5
㎞
　
2
位

県
ス
キ
i
選
手
権
大
会
　
女
子
3
0
㎞
　
優
勝

全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
　
女
子
5
㎞
　
7
位

全
国
中
学
校
ス
キ
i
大
会
　
男
子
5
㎞
　
7
位

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
体
操
　
個
人
総
合
　
優
勝

県
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
小
学
4
年
形
の
部
　
優
勝

全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
新
潟
予
選
会
　
3
位

経璽　　謡1　　鰯9螺一鍵6盤轟

整灘一抵撫一灘灘牒蹉ス1

醗癖灘羅醒鰹灘囎輔酵睡糞㊤舗雛
整麟一撒第擦撫i鎌羅

爾融鐙覇礁＠慰遜鎌鋼鍛穣麟調磯簗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
本
の
紹
介
》

『
看
守
眼
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
秀
夫
著

　
い
つ
か
刑
事
に
な
る
日
を
夢
見
な
が
ら
、
留
置
管
理
係
と
し
て

過
ご
し
て
き
た
近
藤
。
「
死
体
な
き
殺
人
事
件
」
の
真
相
を
見
破
っ

た
の
は
、
2
9
年
の
看
守
人
生
で
培
っ
た
『
看
守
の
勘
』
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潮
社
）

　　．　　　騰鍵副　　　　　　　　　麗謝
・　撫　　　蕪遷踊躍翻・携祭獺　　　　整灘一抵灘

　　　　　　　臨蕪購闘　　　　　・　　　購麟灘肇
　　　　　　　錘遷鍵　巌崖紹調㊤　繋囎㊥　整麟一撒鑛

　　　　　　　　　　盤・圏鞠羅鰹腰撫翻　　睡搬鐸韮

◇　新しい本の紹介　◇

＊＊＊　　　　　　＊＊＊　えほん・じどう　＊＊＊

　　金原ひとみ　　きりかぶ、きりかぶのともだち、きりかぶのたんじょうび

　　京極　夏彦　　　　　　　　　　　　　　　　なかやみわ

　　山崎　豊子　　お化けの冬ごもり　　　　　川端　　誠

　　横山　秀夫　　アスカ　　　　　　　　　　　司　　修

　　五木　寛之　　ゆっくりパリー　　　　　M・ワッデル

　　森村　誠一　　みつばちマーヤの冒険他　世界名作劇場

　　松岡　圭祐　　白いのはらのこどもたちたかどのほうこ

　　誉田　哲也　　さとうきび畑の唄　　　　　遊川　和彦

よしもとばなな　　魂をはこぶ船　　　　O・プロイスラー

　　養老　孟司　　大の大研究　　　　　　　　宇都宮直子

経済　　　　　　　伊東家の食卓　　　　　　　あそべま集

護雌螂
認謹

　騨騨一綱撒禰脚
ガポ　ド

騨行こう1

直木繋・芥川賞作品から

　　　　　　　　　ベストセラーまで

　　　話題の新刊が続々入館！

　新年度のスタートは図書館から

　
ン
こ
中

　
マ
も

　
グ
も

　
一
ら
生

　
ル
く
瓜

済
ク
さ

　
●

子貴冨内竹

　　　＊＊＊　一般　）

蛇にピアス

後巷説百物語

白い巨塔　全5巻

看守眼

百の旅　干の旅

結婚の条件

カウンセラー

アクセス

王国　その1、その2　よ
バカの壁

嘘つき大統領のデタラメ経

　　　　　　　　　　P・

さくらめ一る

知識ゼロからの仏像鑑賞入門

木工　基本編＆実用編

たらふく　魚貝
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短
　
　
歌

雪
原
を
二
分
け
ざ
ま
に
渋
海
川

寒
九
の
水
の
黒
く
流
る
る

　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

突
然
の
セ
ン
サ
ー
点
灯
に
怯
え

し
か
黒
猫
一
匹
そ
そ
く
さ
と
過

ぐ
　
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

豆
ま
き
の
鬼
道
路
ま
で
追
い
し

豆
寝
し
な
に
埋
む
一
面
の
雪

　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

居
坐
り
し
寒
気
団
去
り
雲
間
よ

り
薄
日
の
さ
し
て
寒
さ
や
わ
ら

ぐ
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

室
内
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
ア
つ

め
ば
帰
り
の
車
雪
に
埋
も
れ
て

　
　
　
　
　
　
小
堺
良
治

立
春
の
雪
横
降
り
に
吹
き
つ
け

て
幹
の
片
側
厚
く
張
り
つ
く

　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

蒲
生
句
会

針
の
糸
す
ん
な
り
通
る
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
耕
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

猛
吹
雪
離
れ
ら
れ
な
い
村
に
棲

む
　
　
　
　
　
　
折
人

冬
の
日
の
客
も
無
く
バ
ス
走
り

去
る
　
　
　
　
　
　
山
路

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
り

庭
先
の
ゆ
る
き
傾
斜
で
権
遊
び

　
　
　
　
　
　
　
　
良
治

雪
卸
し
豆
腐
の
よ
う
に
切
り
落

す
　
　
　
　
　
　
翔
山

空
っ
ぽ
の
郵
便
受
や
冴
え
返
る

　
　
　
　
　
　
　
　
耕
山

老
い
先
を
数
う
両
手
に
余
寒
な

お
　
　
　
　
　
　
　
朴
雪

老
人
の
一
人
暮
し
や
氷
柱
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
轡
じ
堂

年
ご
と
に
雪
重
く
な
る
輪
標

　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

し
ぶ
み
俳
句
会

一
す
く
い
雪
一
す
く
い
春
を
待

つ
　
　
　
　
　
　
八
千
代

海
渡
り
山
揺
る
が
せ
て
吹
雪
来

る
　
　
　
　
　
　
紅
茶

凍
雲
の
嶺
に
は
り
つ
き
動
か
ざ

る
　
　
　
　
　
　
六
　
花

寒
の
星
震
え
な
が
ら
も
燵
め
け

り
　
　
　
　
　
　
淡
水

春
立
ち
て
交
す
挨
拶
は
ず
み
け

り
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

室
咲
き
の
桃
天
位
と
し
活
け
終

る
　
　
　
　
　
　
枯
水

　
　
　
い

満
天
の
近
て
る
星
座
の
目
に
刺

さ
る
　
　
　
　
　
　
公
鳴

雪
し
ま
き
前
の
尾
灯
を
頼
り
つ

っ
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

真
新
し
石
塔
寒
の
雨
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
草
人

　　人ロの動き

　男　　2，026人　　（一3人）

　女2，166人（一5人）
　計4，192人（一8人）
世帯数　1，480世帯（一2世帯）

　出生　1人　　死亡　9人
　転入　3人　　転出　3人

　　　（16年2月末日現在）
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家電リサイクル法の対象晶目に
匿電気冷凍庫8が追加されまず

　家電リサイクル法によりリサイ

クル処理が義務づけられている、

洗濯機・冷蔵庫・テレビ・エアコ

ンの4品目に加え、4月1日から
『電気冷凍庫』も対象になります．

　消費者は、いらなくなった電気

冷凍庫を小売店などに適切に引渡

すとどもに、リサイクル料金など

を支払わなければなりません。1
台当りのリサイクル料金は4，600円

（税別）です。

役場での雇用保険失業認定制痩
　　　が廃止となりまず

　現在、役場窓口で雇用保険失業

給付の認定申告書を受理していま

すが、この制度が3月31目で廃止
となります。4月1日からは、ハ
ローワーク安塚で手続きを行って

いただくことになります。

　お問い合わせは、ハローワーク

安塚（TELO25－592－2039）へおたず

ねください。

　　交通事故相談所が統含されまず

　　　4月1目から、長岡と上越相談
　　所を廃止し新潟相談所一箇所に統

　　合されます。なお、長岡総合庁舎

　　と上越総合庁舎で、それぞれ月2
　　回巡回相談（面接のみ。新潟交通

　　事故相談所で予約受け付け）を行
　　います。

　　●相談は無料です。

　　●プライバシーは保護されます．

“「　弁護士やカウンセラーの助言に

　　　基づいて、専門の相談員が適切

　　　なアドバイスをします。

　　●面接相談のときは、交通事故証

　　　明書をご持参ください。

　　相談時間：平日午前9時～午後5時

　　　　〔響詳謝目翻〕
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⇔
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町の行事予定（3・4月）
l！（日）

奴奈川雪上運動会奴奈川小学校グラウンド

22（月） 市町村合併懇談会室野克雪センター19：00～

23（火） 市町村合併懇談会蒲生生活改善センター19：00～

24（水） 町内三小学校卒業式

25（木） 市町村合併懇談会犬伏集落開発センター19二〇〇～

26（金） 心配ごと相談ディザービスセンター9二〇〇～

鐸繊
まつだい駅まつり（28日まで）

市町村合併懇談会松代町総合センター19＝00～

29（月） 犬伏保育園卒園式9＝00～

室野保育園卒園式10二30～

30（火） 松代保育園卒園式9＝00～

31（水）

～／休）

春季火災予防運動（7日まで）

2（金）

雛鍵 松代保育園入園式9＝30～

韓…i…清明

5（月）

『
犬
伏
保
育
園 入園式9：30～
室野保育園入園式10＝30～

6（火）

全国交通安全運動小学校・中学校・高校入学式

ポリオ予防接種総合センター13＝30～
乳児健診　総合センター13二〇〇～

7（水）

8休）
松代町嘱託員会議9二〇〇～役場第一会議室

子宮がん・乳がん検診総合体育館12二30～

9（金）

鞠鰯

12（月）

13（火） 小学校内科健診
子宮がん・乳がん検診総合体育館12＝30～

14（水）

15休） 子宮がん・乳がん検診総合体育館12：30～

16（金）

灘鱒
灘・…1・萎萎｛……葦

19（月）

20（火）

郵政記念日

穀雨

子宮がん・乳がん検診　総合体育館　12二30～

希　　▼．

　「雪の道避けてお先の声優し」田舎雪国・俳句メッセー

ジー般の部で入選した真野町の遠藤さんの句。細い道

は雪の壁に挟まれた迷路になる。対向車は譲り合わな

いことには進めない。雪国のマナーだ。我を通しては

通れない。除雪にしても、狭い土地の譲り合いと互助

の精神が、辛い冬を住みよいものにする。雪は人を温

かい気立てにしてくれるのかなあ？　美雪か十日町か

奥越後か。地域の歴史的な決断が3月21日、松代町で

くだされる。　　　　　　　　　　　　　　　　⑳

3月鞠圏鰻

お知らぜ

　J　Rのダイヤ改正に合わせ、ほくほく線の運行時刻が改正されまし

た．ローカル電車の主な改正点は、次のとおりです。

①下り直江津行の最終電車を遅くまで運行（東京21：00発の新幹線か

　らの接続に対応．松代駅止まりを直江津駅まで運行）

②全体的にスピードァップ
③運転間隔の見直し（最大でも1時間半程度に短縮）

④虫川大杉折り返しができました（日中時間帯のまつだい折り返し
　がなくなりました）

　詳しくは、3月13日改正のほくほく線時刻表をご覧ください．
（問い合わせ二〇257－50－1251北越急行㈱営業開発室）

　吹奏楽を通じて地域の児童生徒が音楽を愛好し、交流親睦を深め、

ながら地域の音楽文化活性化を図っていきたいとして、十日町ジュニ

アウインドアンサンブル（TJWE）を発足しました。音楽が好きな
人、音楽に興味がある人の入会を募集します．

参加資格：

①越後妻有地域にお住まいか、通学する小学校4年生～高校3年生
　までの児童生徒

②　楽器を自分で所有しているか、または借用できる人

③保護者の送迎’もしくは自力で活動場所まで来ることができる人

練習場所：十日町市民会館他

練習日時：土曜目午後1時30分～4時まで（月3回予定）

活動費：1ヶ月約500円
活動内容：木管・金管・打楽器など練習、発表演奏会

指導者：若井義弘（十日町小）、橋爪智哲（松代小教諭）、入村文子

　　　　　（津南小教諭）ほか教員・吹団員ボランティアのみなさん

問い合わせ・申し込み：代表片桐忠雄（下条小教諭）TELO257－57－9980

　　　　　　　　　　　　　　　錨

　　あなたも検察審査貫・補発鐵騰選楼れることがあります

　検察審査会では、選挙権を有する方の中からクジで選ばれた11人の

審査員が、犯罪の被害者などの申立によって、検察官が裁判にかけな

かったことが正しいかどうかを審査します．

　皆さんも審査員に選ばれましたら、住民の代表として会議にご出席

いただき審査にご協力くださるようお願いします．

　審査する事件は、交通事故・詐欺などの刑事事件のうち不起訴処分

になったものです。また、これらの事件の不起訴について、不満をお

持ちの方は、高田検察審査会事務局にお気軽にご相談ください．

　費用は一切かかりません．秘密は固く守られます．

問い合わせ先：新潟地方裁判所高田支部高田検察審査会事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（丁肌025－524－5160）

　十日町地域振興計画推進のため、体験交流と楽雪モデル地域につい

てのワークショップを行います。体験交流や雪に興味をお持ちの方の

参加をお待ちしています。

体験交流　期日：3月22日（月）18時30分～21時　会場：クロス10

楽雪モデル地域　期目：3月23目ψ℃18時30分～21時　会場クロス10

問い合わせ先：十目町地域振興事務所地域振興課

　　　　　　　　　　　　　TEL：0257－57－5517　　FAX：0257－52－5604
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ター

画面に触れると次へすすみます
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集
は
私
た
ち
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へ
び
隊
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担
当
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、
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歴
史
・
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デジタルアーカイブー電子映像保管庫。美術館、博物

館、文化財などを電子情報化にして利用するシステム。
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営
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，
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轍

灘

　　　　　　住民レストラン出店者募集

　料理をつくるのが大好き、遠方から来るお客様に地元の

味を食べさせたい、そんな方を住民レストランの出店者と

して募集しています．農舞台の体験厨房を使って、とって

おきの自慢料理や普段作っている家庭料理を出しませんか．

グループでも参加できます．資格、在住地域は問いません。

詳しくは農舞台までお問い合わせください．

　問い合わせ先：まつだい農舞台　関口正洋、長谷川繭

　　　　　　　〒942－1526松代町大字松代3743－1
　　　　　　　TEL：025－595－6180　　｝弧X　：025－595－6181

　　　　　　　e－mai1：info＠noubutai．com
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